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岡
家
目
的
と
政
策

歴
史
は
、
作
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
作
り
ゆ
〈
も

の
で
あ
る
。
た
り
た
る
も
白
L
側
に
た
り
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。

現
寅
は
、
と
の
意
味
陀
於
て
、
必
然
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
る
と

共
に
、
可
能
を
預
見
し
て
自
己
目
中
に
取
り
入
れ
、
そ
の
上
に

賓
践
し
ゅ
〈
も
の
で
あ
る
。
自
由
は
単
に
自
由
な
る
も
の
で
な

〈
し
て
、
必
然
忙
規
定
せ
ち
れ
た
る
自
由
で
あ
る
。
己
k

に、

賓
践
を
た
は
政
策
の
歴
史
的
制
約
が
存
在
す
る
。

世
界
史
の
歩
み
を
歩
む
限
り
、
岡
家
の
進
路
は
、
車
に
自
由

に
決
定
せ
ら
れ
う
ぺ
舎
も
り
で
左
〈
、

一
定
の
方
向
を
奥
へ
ら

れ
て
ゐ
る
。
歴
史
の
歯
車
を
逆
時
せ
し
め

F
る
限
り
、
岡
家

目
的
は
、
歴
史
白
規
定
す
る
上
に
立
っ
て
、
決
定
さ
れ
ぎ
る
を

相
時
友
い
。
か
く
し
て
、
岡
家
意
思
に
よ
っ
て
、
か
〈
の
如
雪
線

国
家
目
的
が
定
立
さ
れ
る
た
ら
ぽ
、
現
貨
の
国
家

陀
於
て
、

s 、

第
宜
十
一
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九
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時

重在

先

優

が
、
自
己
の
現
欺
を
園
家
目
的
と
の
関
聯
に
於
て
把
握
す
る

時
、
己
白
目
的
達
成
に
必
要
友
諸
係
件
は
、
具
鴫
的
に
規
定
せ

ら
れ
る
。
と
白
目
的
達
成
白
た
め
に
具
備
ナ
ペ
き
形
熊
乃
至
は

悌
制
己
モ
、
政
策
の
目
棋
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

政
策
目
標
心
設
定
は
か
く
の
如
く
、
歴
史
的
批
合
的
に

規
定
せ
ら
れ
る
と
と
L
在
る
。
と
の
目
標
と
現
賓
と
は
、
本
来

帯
離
す
べ
く
、
モ
白
布
離
を
解
消
し
て
、
現
買
を
回
棋
に
引
上

げ
、
接
近
せ
し
め
る
手
段
亘
社
、
正
に
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

ゑ
、
目
棋
を
離
れ
ナ
一
政
策
た
き
と
共
に
、
現
寅
を
無
繭
し
て
政
策

は
な
い
。
現
貨
は
所
奥
む
も
白
で
あ
り
、
目
標
も
亦
、
世
界
史

的
に
生
き
る
限
り
、
歴
史
的
・
祉
曾
的
に
規
定
さ
れ
て
、
具
剛
間

的
に
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
岡
家
政
策
も
ま
た
、
と
れ

に
伴
っ
て
、

一
定
白
方
向
と
具
健
的
な
る
内
容
と
を
興
へ
ら
る

ペ
音
響
で
あ
る
。
政
策
が
か
く
現
貨
の
上
に
立
ち
、

H
つ
世
界

史
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
貫
徹
す
る
と
と
の
み

が
自
己
の
生
き
る
唯
一
回
途
で
あ
る
と
い
ふ
確
信
と
、
そ
れ
に

作
ム
強
力
性
が
賦
奥
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

a 、

第
宜
十
一
巻

九
六
回

第
六
披

O 

政
策
目
椋
の
具
陳
的
規
定

我
が
圏
白
最
近
の
務
長
は
、
明
治
縦
新
前
と
具
り
、
世
界
史

の
中
忙
興
法
さ
れ
た
る
ま
L
で
社
〈
、
世
界
史
白
上
に
登
場
し

て
、
世
田
升
況
の
歩
み
を
、

自
己
の
歩
み
と
し
て
進
展
し
て
来

た
。
従
っ
て
、
餐
革
期
に
あ
る
世
界
椿
迭
を
自
己
の
中
に
そ
り

ま
i

込
持
ち
つ
t
A

、
そ
の
構
造
の
矛
盾
を
止
揚
し
、
新
し
き
世
界

構
造
を
自
己
革
新
と
共
に
、
創
り
出
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
、

閣
際
的
高
田
勢
力
の
反
動
と
の
樹
め
て
激
甚
た
る
闘
争
が
殻
生
し

て
ゐ
る
。
日
本
が
現
在
背
負
ム
て
ゐ
る
歴
史
的
使
命
は
、
か
く

し
て
、
世
界
新
秩
序
、
就
中
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設
に
あ
り
、

と
れ
を
措
い
て
歴
史
に
生
き
る
没
な
し
と
考
へ
ら
れ
る
。
己
れ

己
そ
我
図
の
現
段
階
に
於
け
る
踊
家
目
的
に
外
な
ら
た
い
。

現
般
維
持
諸
外
闘
の
強
烈
怠
る
反
動
的
妨
害
を
目
し
て
、
右

の
歴
史
的
使
命
た
る
東
亜
新
秩
序
と
い
ふ
図
家
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
閥
際
抗
争
力
の
増
大
が
、
自
己
革
新
と
と
も
に

行
は
れ
h
H

ぽ
な
ら
な
い
。
換
一
一
一
同
ナ
れ
ぽ
、
高
度
闘
防
園
山
張
。
建

設
と
い
ム
と
と
が
、
園
家
白
的
達
成
に
必
要
な
る
髄
制
と
し
て
、

鈴木成高、ランケと世界史塾、，69頁。



部
ち
、
政
策
目
標
と
し
て
、
決
定
さ
れ
ざ
る
を
得
た
い
。
高
度

園
防
図
家
の
建
設
に
は
、
岡
家
意
識
の
昂
揚
そ
の
他
精
制
的
要

素
も
頗
る
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
主
要
内
容
は
、
経
済
力
の
具

備
で
あ
り
、
軍
需
品
の
継
続
的
広
る
多
量
の
供
給
と
い
ふ
賄
に

求
め
ら
れ
ね
ば
在
ら
な
い
。
国
家
の
政
策
目
標
は
、
か
く
し

て
、
高
度
一
闘
防
副
家
の
建
設
即
ち
、
軍
需
品
再
生
産
力
の
可
能

的
最
大
量
の
禄
保
と
し
て
、
規
定
さ
れ
う
る
と
と
も
ゐ
在
る
a

危
機
の
認
識

危
機
と
は
、
現
賓
と
、
現
賓
へ
の
要
請
と
が
、
そ
の
距
離
飴

り
に
大
に
し
て
、
通
常
手
段
に
て
は
、
到
底
、
そ
の
詰
離
を
克

服
し
え
註
い
如
曹
事
態
に
外
在
ら
た
い
。
危
機
の
認
議
に
は
、

現
寅
と
そ
れ
へ
の
一
安
詩
と
の
正
確
在
る
把
握
を
、
先
づ
必
要
と

す
る
。現

貴
へ
の
要
請
は
、
軍
需
品
再
生
産
力
の
板
め
て
私
大
在
る

要
求
で
あ
り
、
さ
き
に
、
政
策
目
標
と
し
て
規
定
し
た
と
と
ろ

で
あ
る
。
こ
の
要
請
に
封
庭
す
べ
き
現
貨
は
如
何
在
る
も
の
で

あ
る
か
。
統
制
に
よ
る
資
本
主
義
経
済
の
修
正
と
れ
で
め
る
。

a . 

益

優

先

公

生
産
が
利
潤
の
犬
さ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
八
万
恥
が
、
貨

幣
所
得
白
多
寡
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
従
っ
て
一
部
階
級
に
の
み
、

そ
の
多
く
白
も
り
が
、
獲
得
さ
れ
終
る
機
構
を
単
に
、
国
家
統

制
に
よ
っ
て
、

戦
争
目
的
に
附
…
際
せ
し
め
て
ゐ
る
に
す
ぎ
註

い
。
か
t
A
Z
生
産
物
中
の
軍
需
品
が
公
債
に
て
賄
は
れ
て
ゐ
た

の
が
、
従
来
の
戦
時
経
済
白
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

図

の
一
所
有
す
る
生
産
財
・
持
働
力
・
貸
付
資
本
白
凡
べ
て
が
、
戦
争

目
的
白
た
め
に
動
員
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
り
え
た
か
っ
た
。
そ

の
一
結
果
、
現
賓
に
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に
針
し
、
現
賓
が
興

へ
う
る
も
の
は

組
め
て
貧
弱
で
あ
る
。

然
る
に
、

最
近
ま

で、

E
の
現
賓
と
現
寅
へ
り
要
請
白
希
離
の
充
分
た
る
目
覚
が

左
く
、
禰
縫
策
に
甘
ん
じ
て
き
た
。

己
の
危
機
へ
の
認
識
の
不

足
は
、
矛
盾
を
更
に
増
大
し
て
、
今
や
、
痛
烈
に
反
省
さ
れ
ざ

る
を
得
た
〈
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
要
請
と
し
て
課
さ

れ
て
ゐ
る
軍
需
品
再
生
産
白
可
能
的
最
大
量
の
充
足
と
い
ふ
目

槙
を
明
白
に
意
識
し
、
而
も
そ
れ
と
希
離
す
る
己
と
茜
し
苦
脚

下
の
現
放
を
充
分
に
自
魔
し
た
る
時
、
初
め
て
、
危
機
は
認
識

さ
れ
、
従
っ
て
、
図
案
政
策
は
、
ま
た
、
こ
の
危
機
に
膝
宇
る

第
五
十
一
巻

九
六
五

第
六
蹴



骨

盆

先

自E

如
き
革
新
的
な
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
う
る
と

A
L
左
る
。
危

機
心
認
識
は
・
必
然
的
に
革
新
の
理
論
に
導
く
。
か
ぐ
し
て
、

革
新
政
策
の
方
向
と
具
髄
性
と
が
、
決
定
さ
れ
る
に
至
る
。

四

公
袋
最
大
化
の
方
訟

一
闘
白
有
す
る
生
産
財
、
持
働

理
想
的
戦
時
経
済
形
態
は
、

力
及
び
貸
付
資
本
の
凡
べ
て
が
、
職
手
目
的
に
向
っ
て
動
員
さ

れ
琵
〈
す
欣
態
で
あ
る

Q

戦
争
目
的

ι合
致
す
る
も
の
は
、
園
家
政
策
の
目
標
に
順
廃

す
る
も
の
故
、
翠
に
部
分
の
利
釜
で
な
く
、
リ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ヤ
ア

うフ
る下

も的
D 荊l
を袋
、 t了

1..~・あ
ー益・る
骨i と
平rj現従
盆定つ
を す て
代る
表 U か
す之主
る t亡る

も針政
のし策
を、目
、ヂ+票

私・ぜ 1i-
孟主.Jしヲt
」とシ足
檎ヤし

ア
フ
下
的
な
る
、

る、必、の、す
も、需、培、る
り品、大、。
主以、主、そ
指 上、充、れ， v、足、政
。、す、

一、る、公、
部、も、袋、
階、の、~;t、
居、を、
の、指、政、
自、し、策、
己、、目、
}雨、 私、 本君主、
足、益、町、
の、 l士、ち、
?と、
め、園、軍、
に、民、需、
吸、最、品、
牧、低、再、
さ、生、生、
れ、話、産、

s 
b 

公
益
は
政
策
目
棋
を
達
成
せ
し
め
う
る
も
り
と
考
へ
ら
れ
る

第
五
十
一
審

静

鵠

一

九
六
六

が
故
に
、
公
砧
拾
を
最
大
に
す
る
法
則
の
鷲
見
と
、
そ
の
具
樟
的

適
用
と
が
、
採
ら
る
ペ
き
政
策
と
友
る
。
危
機
に
針
庭
す
る
政

策
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
が
革
新
的
性
格
を
も
っ
己
と
は
、
常

然
で
あ
る
ロ

私
錠
の
自
由
た
る
護
展
が
、
直
ち
に
闘
家
利
一
長
印
ち
公
経
由

最
大
と
友
る
、

L
」
い
ふ
考
へ
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
↓
八
時
代
以
来
認

容
さ
れ
た
と
こ
ら
で
あ
る
が
、
現
段
階
に
於
て
は
、
既
に
二
者

は
相
背
反
し
、
少
く
と
も
一
致
し
え
な
〈
た
っ
た
こ
と
は
、
衆

知
の
事
貨
で
あ
る
。
芯
錠
を

4

全
的
に
承
認
す
る
は
、
公
ハ
此
白
最

大
を
期
す
る
所
以
で
な
い
と
す
る
左
ら
ぽ
、
残
る
途
は
二
つ
で

あ
る
。
私
議
の
全
的
否
定
か
、
私
径
の
制
限
か
で
あ
る
。

先
づ
、
第
一
は
、
私
徒
社
苦
計
養
経
済
の
制
度
で
あ
る
。
生

産
の
質
と
量
と
は
、
公
徒
主
義
に
よ
っ
て
、
凡
ぺ
て
風
一
家
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
、
園
民
生
前
必
需
品
は
長
低
限
度
比
於
て
、
図

家
に
よ
っ
て
配
給
さ
れ
る
。
而
も
、
己
L
に
於
て
は
、
私
有
の

ZH
定
、
利
潤
の
否
定
が
行
は
れ
て
ゐ
る
で
る
ら
う
。

併
し
友
が
ら
、
若
し
右
白
如
き
純
然
た
る
私
議
た
き
計
書
一
経

務
を
と
る
た
ら
ぽ
、
生
産
意
欲
心
減
退
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
愛



民
生
、
創
造
力
白
退
九
等
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
全
生
産
景
は
減
少

す
る
と
と
が
抽
出
見
せ
ら
れ
る
。

E
O
、
所
有
の
奉
還
そ
の
他
に

よ
っ
て
閣
内
的
不
安
は
褒
生
し
、
生
産
力
が
断
結
す
る
と
と
も

考
へ
ら
れ
う
る
。
か
く
し
て
、
車
に
論
理
的
に
の
み
た
ら
や
、

経
験
的
に
も
、

H
つ
は
我
が
園
山
躍
的
に
も
、
と
の
方
法
は
否
定

さ
れ
ぎ
る
を
得
た
く
在
る
。

軍
需
品
再
生
産
U
増
大
を
期
し
て
、
私
往
左
皆
無
に
す
る
時

は
、
却
っ
て
そ
り
中
に
渡
生
す
る
矛
盾
に
よ
っ
て
、
反
劃
の
結

泉
主
将
来
ず
る
。
公
径
の
大
を
期
し
て
、
私
続
中
佐
全
的
に
否
定

す
る
時
、
公
益
は
却
っ
て
小
と
校
る
の
で
あ
る
。

か
ぐ
し
て

一
た
び
否
定
さ
れ
た
私
径
は
、
政
策
的
に
再
び

と
り
上
げ
ら
れ
ざ
る
を
得
在
〈
在
る
。
私
盆
は
更
生
さ
せ
ら
れ

る。

E
れ
が
第
二
の
一
方
法
で
あ
る
。

公
径
を
最
大
に
す
る
た
め
に
は
、
私
径
を
全
的
に
肯
定
す
る

の
で
も
泣
く
、
又
全
的
に
こ
れ
を
否
定
す
る
の
で
も
在
〈
、

定
D
結
に
於
て
、
私
毎
の
存
在
を
認
容
す
べ
き
と
と
ー
、
友
5
0

生
産
が
闘
家
利
盆
を
充
ず
如
〈
決
定
さ
れ
、
而
も
、
そ
の
分

s 
h 

配
が
、
岡
家
計
重
通
り
に
行
は
れ
う
れ
ば
、
そ
の
間
忙
、
或
範

金

主主

先

優

圏
む
費
本
所
有
及
び
利
潤
が
個
人
の
手
に
師
し
で
も
問
題
で
な

ぐ
友
る
o
A
t
往
左
最
大
に
す
る
に
は
、
私
徒
主
、
か

l

泊
る
大
い

さ
と
活
動
力
と
忙
制
限
す
べ
き
己
と
L
友
る
。

五

公
金
優
先
原
則

今
、
つ
ぎ
の
如
〈
規
定
す
る
。

/.t~ 
2 

軍
需
品

凶
民
の
最
低
生
前
水
準
の
維
持
に
必
要
な
る

泊
F
J
M

公
1

・
公
2

を
再
生
産
す
る
に
必
要
た
る
生

産
財
の
四
四
保
部
分

国
民
生
活
最
低
必
需
品
以
ヒ
白
・
一
部
階
居

に
利
用
さ
れ
る
消
費
財

「
私
L

部
分
の
再
生
産
比
必
要
な
る
生
産
財
及

ぴ
概
張
再
生
産
に
用
ひ
ら
る
ミ
生
産
財

企と
2 

再朝、再
閥
民
総
生
産
物
は
左
の
如
く
な
る
。

函
H
A
藩
榊
閉
さ
H

ゆ
』
+
パ
ゲ
+
羽
田
+
芦
+
事
組

会

3
E最
大
な
ら
し
め
る
己
と
が
、
政
策
の
同
様
で
あ
り
、

第
五
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個人創意の掌重はイタリャ撃に於ても、特に注意されてゐる。内田源兵衛、
イタリヤ計責弛済、 36頁。



公

使

先

盆

公
益
。
最
大
を
獲
得
す
る
所
以
で
あ
る
。
而
る
忙
、
公
2

は
軍

除
及
び
努
働
力
の
維
持
・
保
全
の
た
め
に
、
必
要
な
る
最
小
限

も度
、で

こ あ
rLり
以
下と
にれ
減以
少上
せま骨
し 大
め さ
うる
る A

'~E 己
貸と
りは

1号
U れ
でる

友 と

勺')し
し

再
ー
も
亦
、
会
E

が
縫
続
的
に
要
求
さ
れ
る
限
り
、
絶
針
的
白
も

ら m~ の
れJJIii.で

るすあ
己るる
と 再， iJ' 
左でく
るあし
c るて

壮 o 、

三己建
¥rLる
戦らと
時 が と
と主公ろ
産 1 は

"1及
軍ぴ Z7
の再と
窮 E 及

極忙 v:
の主走己
姿向れ
』 土 け に

匿
」
広
明
器
同
開
替
H
ゆ
-
+
ゆ
同
十
相
-

と
在
る
如
〈
資
本

財
・
持
働
力
及
び
貸
付
資
本
を
動
員
す
る
と
と
に
あ
る
。

の
有
ナ
る
抗
戦
能
力
の
絶
針
的
限
度
は
E

L
に
あ
る
。

公
ー
の
大
い
さ
が
、
現
貨
に
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
量
に
近
づ
く

ま
で
は
、
す
べ
て
、
か
く
の
如
き
生
産
編
成
が
去
さ
れ
ね
ぽ
な

ら
な
い
。
資
本
・
努
働
の
凡
べ
て
が
、
と
の
要
請
を
充
ナ
如
〈

動
員
さ
れ
た
る
後
に
の
み
、
生
産
決
定
は
、

ち
離
れ
て
行
は
れ
う
る

G

帥
ち
、
生
産
は
先
づ
、
公
綻
充
足
の

一
一
限
公
符
主
義
か

， 
b 

た
め
に
、
計
査
的
に
決
定
さ
れ
、
而
る
後
に
の
み
、
剰
後
生
産

力
が
私
径
充
足
白
た
め
に
刑
ひ
ら
れ
う
る
E
と
主
た
る
。
換
言

第
五
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六
凡

第
六
挽

す
れ
ば
、
生
産
に
於
て
、
公
経
充
足
が
優
先
的
に
行
は
れ
た
る

四

後
に
、
私
径
充
足
む
た
め
の
生
産
が
認
め
ら
れ
る
E
と
t
A

社
る
。

然
る
に
、
戦
時
経
済
の
凡
ぺ
て
白
揚
合
と
同
じ
く
、
現
賓
に

要
請
さ
れ
る
軍
需
品
印
ち
公
銃
部
分
の
大
い
さ
は
、
現
存
の
潜

在
的
戦
争
能
力
む
凡
ペ
て
そ
れ
に
振
向
け
亡
も
丘
陵
足
ら
ざ
る

ほ

E
制
拍
大
在
る
も
の
故
、
生
産
力
は
公
錠
充
足
白
た
め
に
、
凡

べ
て
を
動
員
さ
れ
表
く
さ
ね
ば
注
ら
十
、
そ
の
結
果
、
第
観
的

に
は

J
V

私
議
充
足
の
生
産
は
、
単
に
可
能
椛
と
し
て
認
め
ら
れ

る
の
み
で
、
現
費
に
そ
れ
を
賓
現
し
え
ぎ
る
と
と
L
な
る
。

園

生
産
が
如
何
に
右
白
如
く
公
益
支
足
の
た
め
に
決
定
さ
れ
た

と
し
て
も
、
若
し
、
そ
の
分
配
機
構
ぷ
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
、

政
策
目
標
を
達
成
し
え
友
ぃ
。
軍
需
品
は
、
強
権
的
に
獲
得
さ

れ
る
と
じ
て
も
、
一
般
生
活
必
需
品
に
劃
し
で
は
、
貨
幣
が
媒

介
者
で
あ
る
限
り
、
そ
の
分
配
が
完
全
に
行
は
れ
え
な
い
。
と

れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
蓄
積
貨
幣
モ
の
他
利
潤
部
分
の
貨

幣
が
、
か
1
k

る
必
需
品
購
入
に
向
っ
て
、
賓
現
さ
れ
え
~
な
い
と

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
主
、
公
1

・公宮

-
w叶
1

部
分
に
該

常
す
る
も
の
以
外
の
、
か
も
A

る
貨
幣
帥
畑
山
貝
力
主
剥
奪
士
た
は
留

(企王監第三容第七抗)菊地春雄、調遁に於ける職時勢働力の確保とその保護、
幸町。

陶工省草要生産月報によれば、工業生産量指数は、院に昭和'4年3且を最高止
して降下しつ Lあるととに注意。
臨時黄金調整法(昭和四年9見、改正昭和'4年4月)参照。

2) 

3) 



e-

保
す
る
機
棉
を
作
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
在
い
。
生
産
財
方
面
の
割

賞
制
度
以
外
に
、
切
符
制
度
D
強
化

一
般
消
費
節
約
運
動

街
頭
脊
修
撲
滅
運
動
等
の
強
制
的
・
半
強
制
的
消
費
制
限
政
策

が
徹
底
さ
れ
ね
ば
友
ら
在
い
。
配
給
機
構
の
統
一
的
編
成
体
が

要
求
さ
れ
る
の
も
、
己
の
意
味
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
公
接
部
分
(
公
1

・公
2

・再
1

)

に
該
営
す
る
腕

買
力
者
が
士
づ
優
先
し
て

そ
の
購
買
力
主
賓
現
し
た
る
後

に
、
残
存
す
る
生
産
物
に
白
み
、
私
経
充
足
の
た
め
の
貨
幣
が

賃
現
さ
れ
ね
ば
左
ら
友
い
。

公
2

現
在
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
会
2

再
s

U
大
い
さ
が
大
た
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
生
産
物

D
凡
ぺ
℃
は
こ
の
方
面
に
吸
牧
さ
れ
る
。
戦
時
生
産
計
聾
が
完

徹
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
以
外
に
残
存
す
る
生
産
物
は
皆
無
に
友

る
。
併
し
、
私
益
の
た
め
に
、
購
買
力
量
賢
現
ず
る
と
と
を
、

全
く
否
定
し
て
、
そ
の
巧
能
性
を
も
奪
っ
た
の
で
危
ぐ
、
も
凡
ピ

現
下
の
欣
態
と
し
て
は

一
躍
そ
の
賞
現
が
客
制
的
に
不
可
能

に
近
〈
な
る
に
過
ぎ
友
い
。
と
の
意
味
で
、
公
径
は
私
ハ
止
に
優

先
以し
上て
の分
如 配
くに

l主
主士、 た
産、ら
決、〈
克三、 と
と云
品、へ
紀、る
と。

fc 
方号
て

そ
れ
ぞ
オ1
公、

s 
b 

昼

優

先

~ 

目
盛
充
足
が
ま
づ
優
先
し
て
は
た
ら
在
、
然
る
後
忙
於
て
の
み

私
盆
充
足
が
行
は
れ
う
る
原
則
を
公
益
優
先
原
則
と
制
附
す
る
。

会
谷
優
先
は
、
政
策
目
標
と
現
賓
と
の
認
識
に
於
て
、
生
れ

出
で
売
る
原
別
で
あ
り
、
歴
史
的
護
展
の
た
め
に
、
岡
家
政
策

ー
と
し
で
と
ら
ざ
る
を
得
友
い
、
縦
組
問
白
指
導
原
現
で
あ
る
。
現

賓
の
経
済
組
織
に
却
し
て
、
向
型
草
的
な
る
性
質
を
も
つ
も
の
で

あ
る
が
、
而
も
、
図
案
及
び
図
民
が
褒
展
す
る
た
め
忙
は
、
飽

ご
主
で
貫
徹
さ
る
べ
き
経
済
へ
白
要
請
で
あ
る
。
勿
論
、
貴
際

に
、
と
の
原
則
を
遁
用
す
る
に
際
し
て
は
、
種
々
の
庭
史
的

枇
合
的
・
精
科
的
諸
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
べ
く
、
そ
の
限
り
に

於
て
、
具
際
的
に
種
々
の
制
約
が
存
在
す
る
で
あ
ら
う
。
特
に

日
本
経
済
白
性
格
に
闘
す
る
充
分
な
る
分
析
を
穫
で
、
岡
情
に

遮
し
た
る
民
牒
的
方
策
が
と
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
闘
民
の
こ
の
原
理
に
訓
ず
る
理
解
と
協
力
と
が
獲
得
さ

れ
、
買
に
そ
の
目
指
す
高
度
園
防
圃
家
の
建
設
が
行
は
れ
う
る

で
あ
ら
う
。
費
際
の
運
別
に
つ
い
て
は
、
か
〈
の
如
〈
、
積
々

白
保
件
が
存
在
す
る
が
、
而
も
、
と
の
公
益
優
先
の
も
っ
、
経
消

白
指
導
原
理
た
る
性
格
に
は
、
何
等
影
響
し
な
い
で
あ
ら
う
。
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